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2018 年 2月 19 日 

公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパン 

プログラム部  海藤 純子 

 

ネパール 活動報告 「地震からの復興とチャイルドたちの暮らし」 概要 

報告日： 2018 年 2 月 17 日（土） 

場所：放送大学神奈川学習センター 

 

「ネパールの概況」 

 

• 中国とインドにはさまれている 

• 8 割がヒンズー教徒 

• 2015 年に新憲法、2017 年 5 月に地方選挙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               ※出典：ユニセフ世界子供白書 2016 より 

「出張した地域」 ネパールのマクワンプール、シンズリ 
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「ネパール大地震緊急支援について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左上：2015 年 5月、シートやロープを配布している様子 

右上：2015 年 7月、保護者を対象に正しい手洗いや栄養について教えている様子 

下：2015 年 7 月、子どもひろばで過ごす子どもたちの様子 
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「被災した家族の状況」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左上：地震で倒壊してしまった、元々住んでいた家 

右上、左右下：現在住んでいる仮設住宅 
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「仮設校舎の様子」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左上：2015 年 5月撮影の仮設校舎の様子、 右：2017 年 9月出張時に訪問した仮設校舎の様子 

左下：2016 年 7月撮影の別の仮設校舎の様子 

「新しい校舎」 2017 年 7月に完成した、耐震性を備えた校舎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左上：スロープが設置され、障がいのある子どもたちに配慮した設計、左下：幼稚園の教室 

右上：ネパールの国鳥、国花、国色が描かれた校舎の壁 

右中：手洗い場を備えた男女別トイレ、右下：高低差をつけた手洗い場、子どもクラブの生徒たちの意見を反映

し、小さい子どもたちに配慮した設計 
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「子どもとともに進める地域開発」 
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「交流中のチャイルドについて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コミュニティへの道のり」 
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「まとめ」 

 地震発生から 2年半経過した現在も、まだ復興の途上の状況 

 スポンサーシップは息の長い支援。地域に根を下ろすことで、緊急支援や一般プロジェクトにも良い影響 

 息の長い支援で、確実に地域の人材は育っている 

継続的な支援には時間がかかるが、コミュニティの自立には効果あることを実感 

以上 


